
在宅医療・介護連携推進事業通信 第 43 回

　地域医療の魅力 UP 紹介事業として企画された「看護の魅力ガイダンス」を
吉備国際大学で受講しました。ガイダンスを通して、高梁市では中山間地域の
将来を見据えた取り組みが行われており、看護師として地域の皆さんとのつな
がりができることが魅力だと感じました。将来については病院勤務の看護師し
か考えていませんでしたが、新たに訪問看護や特別養護老人ホームの看護師に
も興味を持つことができました。
　また、高梁市が「住みたい田舎ランキング 2019 ＜子育て世代が住みたい部門＞小さなまち」で全国７位にな
っていることに驚きました。これは看護師や保健師などが地域のために働きかけ、地域の皆さんとのつながりが
とても強いことが魅力の一つになっているのだろうと思いました。少子高齢化が進み、看護師などの医療従事者
が減少しているからこそチーム医療が大切であり、多職種チームで連携し、患者一人一人に合った治療法を提供

することがさらに必要ではないでしょうか。
　今回の受講を機に、何をすれば地域の皆さんが健康で暮らすことがで
きるようになるのか、何を必要としているのかを考えながら、看護師・
保健師の資格取得に向けて日々努力していきたいと強く感じました。
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黒く
ろ
さ
わ澤 

美み

ゆ優
さ
ん

（
吉
備
国
際
大
学
看
護
学
科
１
年
）

看護の魅力ガイダンスの様子（７月１日）
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　生活習慣病は、一人一人がバランスの良い食生活や適度な運動習慣を身に付
けることで予防できます。健康状態を確認し、健康づくりにつなげるためにも
１年に一度、健康診査・特定健康診査を受診しましょう。

健康診査
生活習慣病の予防や病気の重症化を防ぐことを目的とした健康診査で、30 歳～ 39 歳と 75 歳以上の人が対象
特定健康診査
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健康診査で、国民健康保険に加入している 40 歳～ 74 歳の人が対象
注意事項
① 30 歳～ 39 歳の人は、集団検診会場でのみ受診ができます。
② 75 歳以上の人は、血圧・コレステロール・血糖を下げる薬を服用していない人が対象です。
③国民健康保険加入者で 40 歳以上の人に「特定健康診査受診券」、75 歳以上の人に「健康診査受診券」を送付しています。
※特定健康診査の結果、生活習慣病の発症リスクが高く生活習慣の改善による生活習慣病の予防効果が期待できる
　人に対して、保健師・栄養士が特定保健指導を実施します。
検診期間
集団検診…12 月１日（日）まで　　
医療機関検診…令和２年２月 29 日（土）まで
※詳しくは成人検診ガイドブックをご覧ください。 健康診査受診券 封筒 特定健康診査受診券 封筒
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